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コズモプラス(C02SMOPLUS) 8100の使用経験
三井記念病院 MEサービス榔 佐藤一

図一 (2)はソフト上で呼吸器の機種名、製造番号

等を患者情報に利用したものです。

図ー (2)

著者の施設において SIMVモードで関心術後患

者のウィーニング過程を検討した結果、図ー (3)

に示すように肺胞有効換気量及びC02呼出量を常

!こ一定に保ち、飾胞死腔量が減少傾向にある時に

ウィーニングを読みて良い結果が得られているよ

うです。

図ー (3)肺胞有効換気量と C02呼出量のトレンド

グラフ
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最近、人口呼吸管理の課題として如何に愚

大吸気圧(P1 P)を減少させ、分時肺胞有効換気

量 (MValv)と分時 C02呼出量 (VC02):を常に一定

に保ちながら呼吸管理を行うかが重要視されて

います。

呼吸管理モニタコズモプラス 8100は単体で

も使用できますが、当施設ではモニタリングを

行う目的で C02SMOPLUS FOR WINOOWSのソフ

トを汎用のコンビュータで起動させ人工呼吸器

の点検及び臨床的データを保存し、必要に応じ

て解析も行っております。

換気効率の指標として分時締飽有効換気量

(MVa I v)、分時 C02呼出量 (VC02)、生理学的死

鐙率 (Vd/Vtphy)、生理学的死腔量(Vdphy)、

肺胞死腔量 (VdaI v)、動的コンブライアンス

(cdyn)、気道徳抗 (Raw)等を考慮し、循環また

代謝による影響を臨床的にモニタリングしなが

らウィーニングを鼠みています。
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終語

このようにコズモプラス 8100は肺胞有効後気

量、 C02呼出量、肺胞死腔量の測定が可能であり、

汎用のパソコンと併せて利用することによって患

者の氏名、 10、コメントを入力したファイルを作

成し呼吸波形、トレンドグラフ等のデータと共に

保存し、教育、学習用としても使用できることが

特徴になっています。
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関一(1)はコズモプラス 8100とC02SMOPLUS 

FOR WINOOWSのソフトを使用した人工呼吸器の

点倹波形を示したものです。

(a)正常波形

う
〔

γ(b)異常波形

国一(1)
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-手術室、リカバリ一、ICU等で幅広く使用可能

・換気波形(FV、PVカーブ等)を表示

.¥i'C02のリアルタイム測定および24時間の
トレンド表示

・有効換気量、生理学的死腔率の測定が可能

・新生児・小児か5成人まで対応
・端息患者のデータ管理に
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-医用電子機器の総合メ ーカー

7'79.軍子様式差益事主⑮
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